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2 P-39（P）　 老人ホームにおける手芸などの「手仕事」を楽しむ活動について
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（＊大妻女大（非）＊＊実践女短大（非）＊3山梨県立女短大）

【目的】高齢者を対象とした多くの施設では、レクリエーション活動の一端として手芸を

中心とする「手仕事」を楽しむ活動が、創造的、文化的活動として行われている。このよ

うな活動は、高齢者の生活の質（ＱＯＬ）の向上を目指す上で、また作業療法としても意義

深いとされている。本研究は、老人ホームにおける、手芸などの「手仕事」を楽しむ活動

の現状について調査し、今後の課題について検討しようとするものである。

【方法】関東地方の養護老人ホーム、軽費老人ホーム、計206 施設に対して、1998 年12

月初旬に郵送調査法によるアンケート調査を実施した。調査票の記入は、施設の職員、一

部について手芸などのレクリエーション活動の指導者各１名で、回収率は61.7% であっ

た。調査の内容は（1）施設の概要、（2）手芸を中心とした文化的活動の現状、（3）指導の現

状と指導者の意識についてである。

【結果】施設の入居者は７Ｏ代、８０代の女子の比率が高かった。施設の職員の場合、「手

仕事」を楽しむ活動は作業療法、話題作り、生活の楽しみとなるという回答とともに、時

間がかかる、関心に個人差がある、専門家が不足しているという回答が多かった。指導者

は全員女子で、平均年齢は51.8 才、施設の職員が多く、「手仕事」が好きで、多くの人に

楽しんでほしい、手芸の技術は独学で身につけたという回答が多かった。
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【目的】高齢者が元気に生き延びる要因を模索する目的で、1997年度に竹島の「健康づく

りプロジェクト研究」の運動による筋力向上副|陳 に意欲的に参加した高齢者の生活活動状

況等を調査し、「超健康的」と思われる興味ある実態がみられたので報告する。

【方法】調査に応じた対象者は全員名古屋市在住で、男性15名(62-80歳）、女性15名(60-

77歳）の計30名である。調査項目は、既報のプロジェクト研究で用いた「非栄養的調査項

目」(I）　の内の14種類である。調査は1998年3 月に調査員が自宅訪関しておこなった。

【結果】記憶、身体的状況（特に視聴力・嗅味覚、嘸下、心 外皿 、精神的状

況（特に些細事を気にしない、毎日の幸福感）、睡眠、喫煙、健康状況（よいとの自覚、

一年間病気なし、など）、外出（特に週５【回以上】や日常活動（特に毎日の歩行、家事、

助けをかりずに諸活動）、社 会的活動（特に野外スポーツ、読書、旅行）、人間関係、全

てにわたって良好な高齢者が圧倒的に多く、演者らがこの学会で既に報告してきた高齢者

とは大変大きな違いが認められた。（i）Food habits in later life-A cross ailturai

study, CD-ROM  edition, Asia Paci. J. Clin. Nutr. Soc. and IMJ 刊（1995)

79


